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RISK OF 90-DAY HEART FAILURE READMISSION

AMONG PATIENTS WITH RHEUMATOID

ARTHRITIS: A RETROSPECTIVE COHORT STUDY

共同 EULAR 2025 Barcelona T. Takano, K. Yamada, R. Ishida, T. Takeshima 2025.06

フィジカルアセスメント 3

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

（４）その他

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

16

博⼠前期課程看護学専修の専門科目、対面および遠隔。「全身・頭頚

部」、「消化器系」、「循環器・呼吸器系」の診察法とアセスメント法

を臨床推論を用いて解説。「循環器・呼吸器系」ではシミュレータを用

いて胸部の聴診を実演。

〇 16
健康行動・3年（選択）、対面および遠隔（オンデマンド）。生活習慣

病の知見やエビデンスを紹介し、実臨床に基づき解説。

単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

Health Qual Life

Outcomes.
〇

予防医科学特論 〇 16

名称 単・共

該当なし

該当なし

発表場所等 発表者（発表者は○印）

氏名 竹島太郎 部署 共通教育科 職名 教授

経歴
2009年：自治医科大学助教、2015年：自治医科大学講師、2018年：福島県立医科大学准教授、2021年：福島県立医科

大学教授、2022年：現職

所属学会（役職） 日本プライマリ・ケア連合学会、日本内科学会、日本臨床疫学会（理事補）、日本疫学会

研究分野 地域医療、プライマリ・ケア、臨床疫学

学位 医学博⼠（自治医科大学）、社会健康医学博⼠（京都大学）

学歴 自治医科大学医学部卒業、京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻博⼠後期課程修了

１．研究業績

（１）著作

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

Validation of the Japanese version of

boredom proneness scale and derivation of

its short version among older adults: a cross-

sectional study

共著 あり

Takayama A, Uehara I, Yoshioka T,

Takeshima T, Omae K, Shimizu S,

Nakagawa H, Ozaka A, Hamaguchi S,

Fukuhara S.

2026.2

該当なし

著作の名称

専門基盤科目、理学療法・作業療法・健康行動・検査技術・口腔保健

（必修）・福祉学・子ども学（選択）の1年、対面。保健医療福祉領域

の専門職に必要な救急医療の基本を講義。

生活習慣病の予防と臨床

専門基盤科目、福祉学・こども学1年（選択）の1年、対面。社会福祉

職・保育⼠に必要な医学的基本知識を講義。

救急救命法とファーストエイド 〇 8（担当：6）

発表等年月

博⼠前期課程の共通科目、遠隔（オンデマンド）。予防医科学の現状と

最新の知見を紹介するとともに、英文原著論文の解読法を講義。

医学概論 〇
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加齢運動神経機能論 2
博⼠後期課程の共通科目、遠隔（オンデマンド）。臨床医学的解析法を

内科学的視点および老年医学的視点から解説。

16
検査技術3年（必修）、対面。臨床検査医学について実臨床に基づき発

展的内容を解説。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ヒューマンケア論 2

岐阜プライマリ・ケア・地域医療研究

ネットワーク第22回全体会議

地域医療連携推

進法人県北西部

地域医療ネット

「ここがポイント！質の高い学会抄録を書こう」講師 2025.6

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

福島県立医科大学　客員講師 2022.4~現在
福島県立医科大学附属病院臨床研究教育推進部が主導する臨床疫学研究

に参画した。

博⼠後期課程における博⼠論文審査 通年 主査1名

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

神戸大学医学部　非常勤講師 2025.6
医学部4年生対象の「臨床医学講義」において「地域医療における臨床

疫学（地域での臨床の大切さ）」と題して1コマ担当した。

自治医科大学大学院　講師 2025.7
大学院生を対象とした演習「2024年度第１回 臨床疫学セミナー」の講

師を担当した。

博⼠論文 通年 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 名

修⼠論文 通年 主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 3名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

保健医療福祉演習（臨床人体構造

機能Ⅰ）
〇 16 博⼠前期課程の共通科目

科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

臨床画像診断演習B 4

作業療法総合演習 1
作業療法・4年（必修）、対面。「内科系の画像診断」および「リハビ

リ医学」について解説。

専門基盤科目、作業療法3年（選択）、対面。リハビリテーション医学

で必要な画像診断の基礎と臨床を解説。

理学療法特別演習 1
理学療法・4年（必修）、対面。「内部障害」と「がん関連障害」につ

いて解説。

臨床検査医学総論 〇

ヒューマンケア体験実習 〇 学部１年（必修）、統括科目責任者を担当。

学部１年（必修）、対面。「専門性とヒューマンケア　共通教育の立場

から」と題して講義。

博⼠前期課程における修⼠論文審査 通年 主査1名

IPW実習 2025.8

全4年（必修）、対面。事前打ち合わせから当日まで教員ファシリテー

ターを担当した。学生が自主的に学び、チーム形成が行るようように支

援した。

臨床画像診断演習Ａ 〇 8（担当：4）
専門基盤科目、理学療法3年（必修）、対面。リハビリテーション医学

で必要な画像診断の基礎と臨床を解説。

（３）実習

実習の名称

第44回保健活動研修会

公益財団法人

地域社会振興財

団

「保健活動に活かす疫学・統計セミナー」講師 2025.8

第16回日本プライマリ・ケア連合学会学

術大会

日本プライマ

リ・ケア連合学

会

「日野原賞候補演題」座長 2025.6
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（３）ジャーナリズムでの発言

全学的委員会及びセンター業務等 大学院教務委員会　委員 2024.4～現在

認定NPO法人健康医療評価研究機構 学術諮問委員 2025.4～現在

日本臨床疫学会第8回年次学術大会 日本臨床疫学会
「最優秀口演賞（YIA）最終候補発表会」座長、 「ベスト

ポスター賞最終候補発表会」座長
2026.2

精神保健福祉⼠試験委員 2024.5～現在

該当なし

該当なし

2025.4～現在

全学的委員会及びセンター業務等 共通教育科長 2025.4～現在

全学的委員会及びセンター業務等 衛生委員会　委員 2022.4～現在

５．学内運営

項目 内容 期間

全学的委員会及びセンター業務等 保健委員会　委員 2022.4～現在

全学的委員会及びセンター業務等

公益財団法人社会福祉振興・試験センター

全学的委員会及びセンター業務等

日本臨床疫学会 理事補 2026.2～現在

全学的委員会及びセンター業務等

該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

学校医

日本臨床疫学会 第8回学術大会　実行委員

（４）その他

日本臨床疫学会 専門家制度委員会　委員長 2019.2～現在

産業医 2025.4～現在

全学的委員会及びセンター業務等 学部教務委員会　委員 2024.4～現在

認定NPO法人健康医療評価研究機構

公益財団法人社会福祉振興・試験センター 社会福祉⼠試験委員 2024.5～現在

評議員 2018.4～現在

メディア等の名称 内容

項目 相手方等 内容 期間

年月

厚生労働省 医師国家試験委員 2023.5～現在

教育研究審議会委員 2025.4～現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

日本プライマリ・ケア連合学会 研究支援委員会　委員 2012.7～現在

日本プライマリ・ケア連合学会 診療データベース委員会　委員 2019.4～現在

2026.2

日本プライマリ・ケア連合学会 英文誌編集委員会　委員 2022.7～現在


